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ctorと称 した｡ このヒトの TransferFactor
(T.F.)の特性は表 1 18)に示す如 くで,化学的に
は可成 り安定な物質の様であり,少量を移入す
ることにより急速に全身性の 感受性を 伝達 し
表 1 移入因子 (T.F.)の特性
生化学的(TFは













蒸 溜 水 融 解
凍結融解10回
凍結状態で5
ケ月 間 の 貯 蔵
DNAs｡
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の他に γユM (又は γlA)を含んでいる｡
この FSlにより伝達された感受性は,ツベル






















図 3 V.C.ウサギ AlveolarMacrophage抽出液分劃 FC3のシユリー レン沈降図形
① :59,780RPM 到達後17分 ② :59,780RPM 到達後41分 ④ :59,780RPM到達後73分
昭和41.9 - 29-
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している T.F.を流血中に遊離せしめることに タが得 られた｡
よって,細胞の反応性を減弱せ しめることと 即ち,泉27)は,モルモッ トを BovineSerum
解釈出来るのであるが,之が必 ず しも非 常 に Abumin(BSA)+Freund'sCompleteAdjuvant







静 脈 内 投 与 後 の 日 数





















































図 6 V.C.ウサギ血渠FS1-P4のシュリー レン沈降図形
- 31-
- __ 二 十 _ _
9分 21分 37分
表 6 N,ⅤリⅤ.C.ウサギ血清及びその SephadexG-200分劃による
Middlebrook-Dubos感作赤血球凝集反応,溶血反応成績
















































































反 応 の 種類
皮 膚 反 応
角 膜 反 応
【
?






皮 膚 反 応
角 膜 反 応
PCA +
感 作 後 日 数(過)

















































- 34- 京大結研紀要 第15巻 第 1号
表 8 BSAlmg(FreundのCompleteAdjuvant使用)感作モルモット
におけるBCG死菌 1山g静注 Challengeの影響
類 LIlJng 1 LIll g ll
???? i +
角 膜 反 応
+ l + L +
Ⅰ:即時型反応 D:遅延型反応
られた所見と一致することでもある｡
我々の研究が,DelayedHypers.の今後の研
究の進歩に幾分でも役立てば幸せと考え,月意説
をも省みずここに披露 した次第である｡
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